
 

第２回 紀の国ライフル射撃団体選手権大会要項（Ｇ３） 

  

１  大会名     第２回 紀の国ライフル射撃団体選手権大会 

   ２  主催      和歌山県ライフル射撃協会 

  ３  期日      平成３１年２月１０日（日） 

   ４  会場      和歌山県ライフル射撃場 

   ５  種目      ５０ｍ３×４０MW （MAX  22名） 

Ｐ６０MW  (MAX    22名) 

 

１０ｍ  Ｓ６０MW 

      ＡＰ60 MW  (10mMAX   72名) 

 

団体は3種目、50m種目 3×40、P及び 10m種目の団体戦（３人） 

異種目も団体得点はポイント制、個人1位16点、‥‥‥16位1点以下0点 

3人の合計得点の高位を1位とする。同点の場合、3人の最終弾の合計得点。 

及び個人戦（男女は別種別） 

 

   ６  競技規則    日本公式ライフル射撃競技規則を適用する。 

   ７  使用標的    ５０ｍ １０ｍ SIUS社製 電子標的 

              

   ８  参加資格    日本ライフル射撃協会の会員で，各府県ライフル射撃協会           

                    及び各大学、高校射撃部の推薦するもの。 

９  予定時間     

日程 射場 種目 時間 定員 

2/10（日） 

５０ｍ射場 

３×４０ＭＷ (１射群)  ９：００～１１：４５ ２２名 

Ｐ６０ＭＷ (２射群) １３：１０～１４：００ ２２名 

   

１０ｍ射場 

ＡＰ６０ＭＷ (１射群)  ９：００～１０：１５ ２４名 

Ｓ６０ＭＷ (２射群) １１：０５～１２：２０ ２４名 

Ｓ６０ＭＷ (３射群) １３：１０～１４：２５ ２４名 

   

 

 

 

 

 

１０  表彰      団体 １位～３位 賞状・賞金（優勝30,000、準優勝15,000まで） 

              尚、高校生につきましては、賞金はありません。 

              しかし、1位か2位に入れば受賞団体を阻止することとなります。 

              その場合、翌年に賞金は持ち越しとなります。（キャリーオーバー） 

           個人 １位～３位 賞状・副賞 

              ４位～８位 賞状  

 



１１  参加料     ５０ｍ種目 ３×４０ＭＷ  ￥５，０００ 

      ６０発競技   ￥４，０００ 

１０ｍ種目 Ｓ６０ＭＷ ＡＰ６０ＭＷ(Jｒ混合不可) 

  ￥２,０００（Jｒ ￥１，０００） 

 

団体申込み １ 団 体 ￥３，０００ 

 

１２  参加制限    団体戦を主としますが、個人エントリーも受け付けます。 

但し、射座数を超える申し込みが有る場合は、制限することが有ります。 

（個人エントリーより制限します） 

 

１３  参加申込   

（１） 各チームで取りまとめ、参加申込書（和歌山県ライフル射撃協会ホームページよりダウンロード）

により １月２５日(金) 必着で郵送または電子メールにて下記、申込先まで申し込んでください。 

申込後の変更、追加は認めない。メールで申し込みをされた方は、３日以内に確認メールがない場

合は、下記携帯電話に連絡をお願いします。. 

  申込先 〒649-7151 

            和歌山県伊都郡かつらぎ町東渋田２４６－１ 

            和歌山県ライフル射撃協会 大会運営部 勢見月文久 宛 

            ℡携帯 090-8889-3000   fax 0736-22-0953 

            Ｅ-mail； s-magnum-2014-3@zeus.eonet.ne.jp 

（２） ２月３日（日）に和歌山県ライフル射撃協会ホームページ（http://ttx.rifle-wakayama-japan.com/）に

エントリーの決定を掲載いたしますのでご確認下さい。 

（３） 参加料については、ホームページにエントリーが掲載された方のみ下記口座に２月７日（木）まで

にお振込下さい。 

        参加料振込口座 

            ゆうちょ銀行  記号 14700  番号 21951731 

和歌山県ライフル射撃協会 

 

他銀行から  ゆうちょ銀行478   普通預金2195173 

   （４）チ－ム名は伝統と品位を重んじ、７文字以内とされたい。 

 

１４  宿泊及び弁当  

     各自手配、各自負担。 

 

１５  その他     

      参加選手にあっては、火薬類譲受許可証、銃砲所持許可証、ライフル射手手帳等、日ラ会員証を 

忘れることなく、更に、運搬保管等には十分な注意を払うこと。 

http://ttx.rifle-wakayama-japan.com/

